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第 129号
令和 2年 9月 20日 奥都城秋季大祭・役員のみで神事行 う

今
和
３
年

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
、
７
月
の
大
雨
に
よ
る

水
害
被
害
で
の
１
年
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
ま
だ
収
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
例
年
通
り
、
初
詣
を

左
記
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
と
こ
ろ
　
与
洲
奥
都
城
前
広
場

『検
温
』
『消
毒
』
を
実
施
。
必
ず

『
マ
ス
ク
着
用
』。

奥
都
城
内
は
三
密
に
な
ら
な
い
様
お
願
い
し
ま
す
。

「与
論
会
だ
よ
り
」
は
〈フ
回
よ
り
総
天
然
色
に
て
発
行
し
ま
す

渉
負

，

″
〕

賀

な
メ1-

ル
」
　

，
さ

ヽ

１
月
３
日

（日
）
午
前
１０
時
～
１２
時

｀ カ
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注
意
事
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第129号 (2)
2021年 (令和 3年)1月 1日   与 論 会 だ よ り

お
お
は
ら
え

の
こ
と
ば

夫
　
祓
　
詞

高
夭
源
に
神
留
り
坐
す

皇
親

神
潟
崚
神
潟
美
の
命

以
ち
て
入
百
萬
神
年
を
神
集
え
に
集
え
賜
ひ
神
議
り
に
議
り
賜
ひ
て
我
が

皇
御
孫
命
は
豊
章
源

水
穂
国
を
姜
国
と

千

け
く
条
ろ
し
合
せ
と
事
依
さ
し
本
り
き
此
く
依
さ
し
本
り
し
国
中
に
荒
振
る
神
手
を

ば
神
間
は
し
に
問
わ
し
賜
ひ
神
掃
ひ
に
掃

い
賜
ひ
て
語
問
ひ
し
磐
根
樹
根
立
草
の
片
葉
を
も
語
止
め
て
人
の
磐
座
表
ち
人
の
入
重

ぐ
も
　
　
ぃ　
．っ　
　
　
ち
　
ゎ　
　
　
　
　
ち
　
わ
　
　
　
　
あ
ま
く
だ
　
　
ょ
　
　
　
　
ま
っ　　　　　か　
　
　
ょ
　
　
　
　
よ
つ　　　　　よ
　
も
　
　
く
にな
か　
　
お
お
やま
と
ひ
だ
か
み
のく
に　
　
やす
く
に　
　
さ
だ

雲
を
伊
頭
の
十
別
き
に
千
別
き
て
人
降
し
依
さ
し
本
り
き
此
く
依
さ
し
本
り
し
四
方
の
国
十
と

人
倭

日
高
見
国
を
姜
国
と
定
め

本
り
て
下
つ
磐
根
に
官

柱

太
敷
き
立
て
高
夭
原
に
十
木
高
条
り
て
皇
御
孫
命
の
端
の
御
殿
仕
へ
本
り
て
人
の
御
番
目
の
御
蔭
と

隠
り
坐
し
て
姜
国
と

子

け
く
分
ろ
し
合
さ
む
国
中
に
成
り
出
で
む
人
の
益
人
手
が

過
ち
犯
し
け
む
種
種
の
罪
事
は
入
つ
罪
回
つ

罪
許
許
太
久
の
罪
出
で
む
此
く
出
で
ば
入
つ
官
事
以
ち
て
夭
つ
全
木
を
本
キ
ち
切
り
未
キ
ち
断
ち
て
千
座
の
置
座
に
置
き
足
ら
は

し
て
入
つ
菅
麻
を
本
刈
り
断
ち
末
刈
り
切
り
て
入
針
に
取
り
辟
き
て
入
つ
れ
詞
の
人
況
詞
事
を
宣
枚
此
く
宣
ら
ば
夭
つ
神
は
人
の

磐
門
を
押
し
披
き
て
人
の
入
重
雲
を
伊
頭
の
十
別
き
に
千
別
き
て
聞
こ
し
合
さ
む
回
つ
神
は
高
山
の
末
短
山
の
末
に
上
り
坐
し
て

高
山
の
伊
褒
理
短
山
の
伊
震
理
を
碁
き
別
け
て
聞
こ
し
合
さ
む
此
く
聞
こ
し
合
し
て
ば
罪
と
言
う
罪
は
在
ら
じ
と
科
戸
の
風
の
人

の
入
重
雲
を
吹
き
及
つ
事
の
如
く

朝

の
御
霧

夕

の
御
霧
を
朝
風
夕
風
の
大
き
排
う
事
の
如
く
人
津
邊
に
居
る
人
船
を
島
解
き
表

ち
艦
解
き
及
ち
て
大
海
源
に
押
し
及

つ
事
の
如
く
彼
方
の
繁
木
が
本
を
焼
鎌
の
敏
鎌
以
ち
て
お
ち
掃
ふ
事
の
如
く
遺
る
罪
は
在
ら

じ
と
祓
え
俗
ひ
清
め
給
ふ
事
を
高
山
の
末
短
山
の
末
よ
り
佐
久
那
太
理
に
落
ち
多
皮
つ
速
川
の
瀬
に
坐
す
瀬
織
津
比
賣
と
言
ふ
神

人
海
源
に
持
ち
出
で
な
む
此
く
持
ち
出
で
往
な
ば
荒
潮
の
潮
の
入
百
道
の
入
潮
道
の
潮
の
入
百
合
に
坐
す
ミ
開
都
此
賣
と
言
ふ
神

持
ち
カロ
カロ
呑
み
て
む
此
く
カロ
カロ
呑
み
て
ば

氣
火
声
に
坐
す
氣
吹
片
主
と
言
ふ
神
根
国
底

国
に
氣
火
き
及
ち
て
む
此
く
氣
大
き
及

ち
て
ば
根
国

底

国
に
坐
す
ミ
佐
須
Ｒヽ
光
賣
と
言
ふ
神
持
ち
佐
須
良
ひ
失

ひ
て
む
此
く
佐
須
Ｒヽ
ひ
失

ひ
て
ば
罪
と
言
う
罪
は
在

ら
じ
と
祓
へ
給
ひ
清
め
給
ふ
事
を
入
つ
神
回
つ
神
入
百

萬

神
等
共
に
聞
こ
し
合
せ
と
台
す

t

t



(3)第 129号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)1月 1日

新ヽ
年
。わ
け
ま
し
て
お
う
で
と
う
ご
ざ
し｀

ま
す

会
員
の
皆
様
に
お
か
枚
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
逍
え
の
こ
と
と
む
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
は
世
界
中
で
感
染
の
拡
大
が
続

い
て
い
ま
だ
に
終
息
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

い
ち
じ
る
し
い
環
境
の
変
化
に
各
地
域
社
会
が
疲
弊
し
、
各
自

「
感
染
し
な

い
。
感
染
さ
せ
な

い
。
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
そ
薇

ぞ
薇
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
ご
自
身
の
生
活
に
合

っ
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
実
践
し
た

一
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
今
わ
２
年
７
月
６
日
か
ら
の
記
録
的
な
ユロ家
雨
に
よ
り
、
人
牟

口
市
に
お
い
て
大
規
模
な
薇
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
会
員
の
方
に
も
災
害
に
合
わ
薇

た
方
も
あ
り
、

い
ま
だ
に
腹
旧
が
進
ま
ず
仮
住
ま

い
さ
薇
て
お
ら
久
る
方
々
逹
も
い
ま
す
。

今
回
、
「
人
牟

口
水
害
薇
害

・
与
論
島
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
」
の
義
援
全
を
嗜
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
会
員
皆
様
、
与
論
を
愛
す
る
方
々
、
与

論
町
、
全
国
の
与
論
会
の
皆
様
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
誡
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
及
め
て
ユ
ン
ヌ
の
等
の
強
さ
。
深
さ
に
感
謝

と
感
激
で
胸

い
っ
ぱ

い
で
、
「
誡
の
む
」
に
生
き
た
先
れ
の
立
が
脈
々
と
受
け
継
が
久
た
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

人
牟

口
・
荒
え
地
区
与
論
会
の
次
世
代

へ
の
歴
史
の
継
承
の

一
環
と
し
て
、
今
年
度
よ
り

「
二
池
移
住
５０
年
の
サ
み
」
を
連
載
し
て
ま

い
り
ま
す
。
与
論

島
の
先
れ
を
持

つ
た
た
ち
に
先
人
達
の

「
誡
の
心
」
の
継
承
に
つ
な
が
薇
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
先
人
逹
の
誇
り
を
も

っ
て
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
状
寄
与
で
き
る
人
牟
口
・
荒
尾
地
区
与
論
会
と
し
て
役
員

一
同

一
九
と
な
り
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
む
よ
り
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
本
年
も
皆
様
の
与
論
会
活
動
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ん́

ユ

夫
牟
口
・
荒
尾
地
区
与
論
会

会
長
　

朝
　
岡
　
光
　
男

今
牙ロ
3
年

｀レ



2021年 (令和 3年)1月 1日  与 論 会 だ よ り 第129号 (4)

９

月

１３

日

２０

日

１０
月

Ｈ
日

Ｈ
月

８
日

祭
主
変
更
届
け

祭
主
変
更
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
祭
主
変
更
届
を
お
願

い
し
ま
す
。

変
更
届
は
、
祭
主
変
更
届
を
ご
記
入
の
上
祭
典
受
付
ま
で
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
コ
ピ
ー
し
て
記
入
す
る
か
、
受
付
で
用
紙
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ

い
」
奥
都
城
正
面
掲
示
板

の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
令
和

３
年
４
月
４
日

（日
）
春
季
大
祭
ま
で
に
は
改
正
を
行

い
ま
す
の
で
、
今

ま
で
届
を
出
し
て
い
た
だ

い
た
方
も
改
め
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願

い
し
ま
す
。

ゝ

自
　
令
和
２
年
９
月

至
　
令
和
２
年
１２
月

与
論
会
の
動
き

奥
都
城
清
掃
　
１７

・
１８

。
１９
地
区
担
当

奥
都
城
秋
季
大
祭
　
役
員
の
み
で
神
事
行
う

奥
都
城
清
掃
　
１

。
２
地
区
担
当

（被
災
地
当
番
の
為
役
員
の
み
）

奥
都
城
清
掃
　
１２

・
２０
地
区
担
当

申
請
者
電
話

申
請
者
住
所

申
請
者
氏
名

新
祭
主

現
祭
主

※

祭
主
と
は
連
絡
が
届
く
方
で
、
奥
都
城
壇
の
管
理
責
任
者
で
す

会
費
未
納
の
方
は
、
初
詣
の
時
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

お
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ヽ

9月 13日

10月 11日

祭
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(5)第 129号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)1月 1日
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2021年 (令和 3年)1月 1日   与 論 会 だ よ り 第129号 (6)
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(7)第 129号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)1月 1日

義
援
金
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
名
前

（敬
称
省
菫

令
和
２
年
７
月
６
日
に
発
生
し
た
筑
後
方
面
の
大
雨
と
７
月
２２
日
に
与
論

島
に
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
発
生
に
よ
る
義
援
金
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
く
に
、
堀
恵
子
さ
ん
か
ら

「故

・
堀
円
治
」
さ
ん
の
遺
志
と
し
て
１
０

０
万
円
寄
贈
戴
き
ま
し
た
の
で
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
牟
田

。
荒
尾
地
区
与
論
会
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た

「与
論
町
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
金

「
９６
万
４
５
０
０
円
」
は
東
京
与
論
会
宛

に
９
月
１
日
送
金
。

全
国
よ
り
集
ま

っ
た

「
３
０
８
万
９
５
０
０
円
」
（大
牟
田
含
）
を
与
論

町
へ
９
月
２５
日
に
送

っ
て
お
り
ま
す
。

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
の
被
災
者
義
援
金
配
分
は
関
西
与
論
会
よ
り

入
金
次
第
お
こ
な
い
ま
す
。
床
上
浸
水
限
定
で
配
分
し
ま
す
が
、
現
在
掌
握

し
て
い
る
皆
様
は
ご
案
内
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
１２
名
で
す
、
そ
れ

以
外
の
方
で
被
災
に
あ
わ
れ
た
方
を
ご
存
知
で
し
た
ら
、
会
長
迄
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

「大
牟
田
水
害
被
害

・
与
論
島
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
等
両
方
義
援
金
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
に
多
く
の
皆
様
か
ら
多
大
な
浄
財
を
届
け
て
い

た
だ
き
、
感
謝
と
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

No. お名前 金 額

53 本  恵輔 10,000

54 本  祐輔 10,000

55 森  整昭 10,000

56 森  光廣 10,000

57 吉田 高行 10,000

58 渡 ヒツエ 10,000

59 田中オトメ 8,000

60 南  榮子 8,000

61 南  清子 8,000

62 松井 初子 7,000

63 嵐山 清次 6,000

64 池田 武彦 6,000

65 浦田美知子 6,000

66 鬼塚 良子 6,000

67 杉本 民子 6,000

68 竹  昌宣 6,000

69 竹内 澄子 6,000

70 堤  光世 6,000

71 濱田 浩昭 6,000

72 松井 )青― 6,000

73 松井 康徳 6,000

74 目原 。河村 6,000

75 柳田 勝範 6,000

76 山下 富彦 6,000

77 山田 治作 6,000

78 池田 新市 5,000

79 黒田  豊 5,000

80 町 佐代子 5,000

81 松井 武男 5,000

82 森  亮子 5,000

83 山下 義明 5,000

84 山田 久司 5,000

85 池畑アヤ子 4,000

86 小笠原紀代美 4,000

87 牧園 )青美 4,000

88 町  英治 4,000

89 堀  泰博 3,000

90 佐藤 幸江 2,000

91 永井 菊枝 2,000

92 橋本 節子 2,000

93 原田 隆― 2,000

94 山元 信幸 2,000

95 山元 美雪 2,000

96 募 金 箱 1,000

97 与論町役場 200,000

98 東京与論会 565,000

99 名瀬与論会 183,000

100 中部与論会 75,000

101 鹿児島与論会 30,000

102 )中縄与論会 30,000

103 鹿児島与論会 20,000

合 計 3,164,000

No. お名前 金 額

堀  恵子 1,000,000

田畑 恵久 80,000

酒匂 俊介 30,000

朝岡 光男 30,000

田尻 珍裁 30,000

林  竹美 24,000

□十  俊寛 21,000

小崎 秀明 20,000

川上  洋 20,000

10 川□ 幸雄 20,000

11 坂本芙美子 20,000

12 竹内 征夫 20,000

13 田中 光枝 20,000

14 坪井 卜∃子 20,000

15 永井 勝次 20,000

16 仲野 装業 20,000

17 西脇 和江 20,000

18 堀  榮吉 20,000

19 本 紀代司 20,000

20 山  広志 20,000

21 猿渡恵―郎 15,000

22 砂川真佐江 15,000

23 堀  幸子 15,000

24 町 ケイ子 13,000

25 池畑 重富 10,000

26 入来 貴範 10,000

27 入来スエ子 10,000

28 兼屋ミサエ 10,000

29 川□ 康則 10,000

30 川畑 幸雄 10,000

熊谷 博子 10,000

32 黒田 修一 10,000

33 黒田ノブ子 10,000

34 小宮 鉄雄 10,000

35 高橋 東蔵 10,000

36 竹内 隆雄 10,000

37 竹林勇沢郎 10,000

38 竹本  登 10,000

39 田中 國重 10,000

40 田畑 正喜 10,000

41 出村  進 10,000

42 出村 信雄 10,000

43 長野  勝 10,000

44 西脇 健― 10,000

45 野田 輝文 10,000

46 林  )青正 10,000

47 福  弘光 10,000

48 益山 憲一 10,000

49 益山 哲夫 10,000

50 町 登志和 10,000

51 南  園江 10,000

52 南  弘幸 10,000

31
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2021年 (令和 3年)1月 1日  与 論 会 だ よ り

市
政
功
労
者
４４
人
の
功
績
た
た
え
る

２
０
２
０
度
大
牟
田
市
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
１１
月
６
日
、
市
役
所
議
場

で
開
か
れ
た
。
地
方
自
治
、
社
会
福
祉
、
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
に
貢
献
し
た

人
や
善
行
を
行

っ
た
人
た
ち
、
合
わ
せ
て
４４
人
を
表
彰
。
関
好
孝
市
長
か
ら

表
彰
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
長
年
の
取
り
組
み
に
光
が
当
て
ら
れ
、
功
績

や
活
躍
を
た
た
え
た
。

本
年
度
は
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、
消
防
団
員
、
保
護
司
、
調

停
委
員
、
学
校
歯
科
医
、
民
生
委
員

。
児
童
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
学
生
な
ど
を
表
彰
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
密
を
避
け
る
た
め
に
午
前
と
午
後
の
部
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
。

午
前
の
部
の
式
典
で
関
市
長
は

「地
域
社
会
の
発
展
と
福
祉
増
進
の
た
め

に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
た
方
々
の
功
労
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
豊
富

な
識
見
と
貴
重
な
経
験
を
、
次
の
１
０
０
年
を
見
据
え
た
大
牟
田
の
発
展
の

た
め
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
。　
一
人

一
人
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
田
中
博
仁
さ
ん
は

「長
年
活
動
を
支
え
て
く
れ
た

多
く
の
皆
さ
ま
の
支
援
の
お
か
け
。
今
後
も
市
政
振
興
発
展
の

一
助
と
な
る

よ
う
、
な
お

一
層
努
力
す
る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
。

【市
政
功
労
者
】

〈地
方
自
治
〉
平
橋
幸
生

（固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
）
柿
原
和
彦

（消
防
団
員
お
よ
び
分
団
長
）

〈社
会
福
祉
〉
梶
原
修
平

（保
護
司
）
古
賀
幸
子

（同
）
宮
川
勝
美

（同
）

川
崎
耕
二

（調
停
委
員
）
太
田
勝
利

（民
生
委
員

。
児
童
委
員
）
太
田
三
枝

子

（同
）
大
津
久
仁
夫

（同
）
大
橋
麗
子

（同
）
奥
苑
和
司

（同
）
奥
園
紀

昭

（同
）
川
上
勝
行

（同
）
川
上
久
雄

（同
）
木
村
テ
イ
子

（同
）
久
後
勝

幸

（同
）
高
口
悦
子

（同
）
古
賀
な
ほ
み

（同
）
古
賀
壽
子

（同
）
塩
塚
康

尋

（同
）
竹
藤
節
子

（同
）
月
野
〕県
紀
子

（同
）
鳥
飼
久
子

（同
）
仲
野
美

子

（同
）
西
山
明

（同
）
野
田
美
智
子

（同
）
原
口
澄
代

（同
）
東
隆
也

（同
）
福
光
晴

一

（同
）
三
池
〕県
弓

（同
）
村
上
か
ゆ
き

（同
）
安
元
洋
子

（同
）
山
下
幸
子

（同
）
山
下
多
鶴
子

（同
）

〈教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
〉
山
下
浩
昭

（学
校
歯
科
医
）
古
賀
達
也

（ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
）
塚
本
幸
子

（同
）
栗
原
重
行

（町
内
公
民
館
長
）
田
中
博
仁

（同
）
寺
地
耕
造

（同
）
森
健
心

（全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
男
子
個

人
１
０
０
キロ級
優
勝
）
山
口
葵
良
梨

（同
女
子
個
人
６３
キ

ロ級
優
勝
）
石
原
愛

依

（国
体
水
泳
少
年
女
子
Ａ
２
０
０
ｐ川
平
水
ぎ
優
勝
）

【善
行
】
藤
木
賢

一
（三
池
山
の
登
山
道

・
遊
歩
道
の
保
全
整
備
）

Ｈ
月
７
日
　
有
明
新
報

ヽ

し

■ ‐

や

2019年 8月 11日  高校インターハイ
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(9)第 129号 与 論 会 だ よ り   2021年 (令和 3年)1月 1日

田
畑
前
実

（平
成
１０
年
１２
月
９
日
逝
去

上
早
年
８８
歳
）
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
、

遺
品
を
整
理
し
て
お
り
ま
し
た
ら
与
論
会
に
か
か
わ
り
の
あ
る
写
真
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
の
で
、
田
畑
重
美

（加
納
町
在
住
）
さ
ん
よ
り
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

年
代
や
場
所
、
お

名
前
な
ど
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
掲
載
し
ま

す
の
で
写
真
に
載

っ

た
当
人
を
知
る
方
が

い
ま
し
た
ら
懐
か
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

田
畑
前
実
さ
ん
が

三
味
線
愛
好
会
の
会

長
と
し
て
、
昭
和
５５

年
７
月
３０
日
か
ら
８

月
１１
日
に
与
論
島
を

訪
問
。

前
大
牟
田
市
長
古

賀
治
さ
ん
、
瓜
生
孝

助
役
、
松
井
才
園
市

会
議
員
ら
総
勢
約
９０

名
。当

時
の
写
真
を
次

回
掲
載
し
ま
す
。

しヽ

第 1回 ミス大牟田 ・初代グランプリに輝いた 田畑百合江さん (中央)

百合江さんは田畑前実さんの長女です

日 ■

■
錢
、 プロ

■ロ

U「

d●

,

ざ
む hQ′菫ヽ

LdE

ヽ こ■
11

ヽ

|

●

b1ヽ 自

マ
イ
七

●

■ド
ー

 '

Ａ
ギ

Ｆ

・

参

、「蓼 '■V7下電
警IF

、,     7  ,'  V     
∫     :

´       / tF‐

常・‐9 7Vs」暉
ロ
ツ

W臀
LE

F目哩
童rEE=圧 :】■Br」

“

ヒョ▲

¬
r」

ド
７
ふ
■
口
７

＝

‐―

■

１

１

「
‘
ロ

Ｆ



2021年 (令和 3年)1月 1日  与 論 会 だ よ り 第129号 (10

田畑前実さん写真より
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田畑前実さん写真より

ヽ

″
一_・

・■じ
Cコ

“

∫ ‐~・ラゝ __L
`｀

卜  “` ワロ

.t蹂姜艦̀だか
螢E裏亀

ヽ博
`

‐ 日
=E

ポ|=零■

む″♂ヽ ″
ゝ ;'        1

11尋 ]
・rf″ ′■ 1

■

、F

■
■
■

`

“

職♂ F

ヽ

t

」1月 |

ロロ

島 一
'`111111111ト

″
“
,

4■ヽ

L
L

■
■■

「 琴

募

ロ

▲●  】
=

"=色 Ⅲ '「
▼

tt】 幕
`)

ヽ″

r _ `´‐
「
崎蟷″

口
pr   

● L

L

ぼ
1

L_」

(
【

．
_|



2021年 (令和 3年)1月 1日  与 論 会 だ よ り 第129号 (1劾

口
之
津
移
住
百
年
祭
記
念
誌

「与
論
島
か
ら
口
之
津
へ
そ
し
て
三
池
へ
」
再
読
の
お
願
い

先
の
百
年
祭
の
折
に
、
記
念
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
た
大
牟
田

。
荒
尾
地
区

与
論
会
刊
行

「
口
之
津
移
住
百
年
祭
記
念
誌

・
与
論
島
か
ら
口
之
津

へ
そ
し

て
三
池

へ
」
を
愛
読
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
か
、
中
に
は
何
回
も
読
み

返
し
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
が
、
編
集
者
と
し
て
は
記
念
誌
の
中
で
、

黄
色
に
て
綴
じ
て
あ
る
１
５
９
頁
か
ら
の

「
三
池
移
住
５０
年
の
歩
み
」
典
洲

奥
都
城
会

・
昭
和
４１
年
８
月
発
行

「編
集
責
任
者
若
松
沢
清
氏
」
の
処
を
み

ん
な
で
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
与
論
島
の
先
祖
を
持
つ
皆
様
の

「誠
の

心
」
を
受
け
継
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
記
念
誌
に
載
せ
て
お
り
ま

す
。
改
め
て
与
論
会
だ
よ
り
に
数
頁
づ
つ
掲
載
し
ま
す
の
で
子
供
や
お
孫
さ

ん
達
に
も
ぜ
ひ
読
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

は

じ

め

に

編
集
部
代
表
　
若
松
沢
清
著

与
論
島
を
故
郷
と
す
る
わ
た
く
し
た
ち
の
先
輩
が
、
明
治
３１
年
の
台
風
に

よ
る
大
飢
饉
を
契
機
に
、
黒
潮
と
ど
ろ
く
、
太
平
洋
上
の
孤
島
を
後
に
し
て
、

第
二
の
故
郷
建
設
の
熱
意
に
燃
え
て
、
長
崎
県
の
口
之
津
に
集
団
移
住
を
決

行
し
て
か
ら
６０
有
余
年
に
な
る
。
其
の
後
、
明
治
４２
年
、
三
池
港
の
開
発
に

伴
い
、
福
岡
県
の
大
牟
田
に
移
り
、
三
池
港
の
港
湾
労
働
者
と
し
て
、
三
井

鉱
山
の
生
産
機
構
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
て
か
ら
５０
有
余
年
に
な
る
。

わ
た
く
し
達
の
先
輩
の
歩
み
は
、　
一
口
に
云

っ
て
、
人
種
的
偏
見
と
差
別

に
対
す
る
苦
闘
の
歴
史
で
あ

っ
た
と
云
え
る
。
今
日
、
わ
た
く
し
た
ち
が
与

論
人
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
、
何
ら
か
の
抵
抗
感
な
し
に
は
受
け
取
れ
な
い
と

い
う
心
情
も
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
も
の
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
与
論
人
で
あ
る
こ
と
を
、
ひ
た
隠
し
に
隠
し
て
生
き
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
、
か
つ
て
の
苦
悩
が
、
今
な
お
心
の
奥
に
傷
恨
と
し
て
刻
み
こ
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
伝
統
と
い
う
も
の
は
、
軽
く
見
通

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
わ
た
く
し
た
ち
の
血
の
中
に
重
く
沈
ん
で
い

る
。わ

た
く
し
た
ち
の
血
の
中
に
は
、
祖
先
の
果
さ
ん
と
し
て
果
し
得
な
か
っ

た
無
限
の
恨
み
が
息
づ
い
て
い
る
は
ず
だ
。
わ
た
し
た
ち
の
夢
を
う
な
が
し
、

活
力
を
湧
出
せ
し
め
て
い
る
も
の
が
、
血
の
中
に
脈
う

っ
て
い
る
。
そ
れ
が

伝
統
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

L
―…ア

Eヨ
百面百

ふ
る
さ
と

「
ユ
ン
ヌ
」
を
讃
え
た
民
謡
と
し
て
つ
ぎ
の
歌
が
あ
る
。

L
｀レ

し

曇だヽ

日冊

ユ
ン
ヌ
　
ち
ゆ
る
島
や

な
べ
そ
こ
の
な
か
に

い
に
く
さ
や
あ
し
が

五
穀
の
た
ま
る

与
論
島
と
い
う
島
は
、
な
べ
の
よ
う
な
形
を
し
た
小
さ
な
島
で
は
あ
る
が
、

な
べ
の
底
に
は
五
穀
が
、
豊
か
に
実

っ
て
い
る
平
和
な
楽
土
で
あ
る
。
と
い

う
意
味
だ
が
、
豊
か
な
実
り
は
単
に
五
穀
だ
け
で
な
く
、　
一
島

一
村
、
人
情

厚
く
、
礼
儀
正
し
く
、
相
互
扶
助
の
団
彙
に
、
誠
の
花
が
咲
い
て
い
る
見
事

な
共
同
体
の
実
り
も
意
味
し
て
い
る
。
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古
老
の
語
る
与
論
島

（現
在
の
姿
で
は
な
い
）
の
素
描
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

地
理
的
に
は
沖
縄
に
近
く
海
上
八
里
、
沖
永
良
部
島
ま
で
十
三
里
の
位
置

に
あ
る
。

周
囲
わ
ず
か
五
里
、
全
島
が
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
な
る
低
い
丘
陵
性

（最
高
地

点
で
海
抜
九
四
米
）
で
、
河
川
は
な
い
。

洋
上
は
る
か
に
眺
む
れ
ば
、
波
浪
の
ひ
と
う
ね
り
に
も
似
た
孤
島
が

一
島

一
村
の
与
論
島
で
あ
る
。

サ
ン
ゴ
礁
が
風
化
し
て
出
来
た
粘
度
質
土
壌
の
た
め
、
か
わ
く
と
石
の
よ

う
に
硬
く
な
り
、
雨
が
降
る
と
、
ね
ば

っ
て
耕
作
に
苦
労
す
る
。

さ
つ
ま
い
も
は

一
年
中
と
れ
、
主
食
と
な

っ
て
い
る
。
必
要
な
と
き
に
、

さ
ぐ
り
掘
り
と
云

っ
て
必
要
な
だ
け
と

っ
て
く
る
。

雨
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
で
も
苗
を
植
え
る
。
さ
と
う
き
び
は
島
の
大
切
な
換

金
作
物
で
、
多
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
田
は
河
川
が
な
い
の
で
天
水
田
で
あ

る
。島

民
は
半
農
半
漁
を
生
業
と
し
、
副
業
と
し
て
牛
、
豚
等
の
家
畜
を
飼
い
、

女
は
大
島
紬
で
稼
い
で
い
る
。

夏
の
気
温
は
高
い
が
、
と
き
ど
き
ス
コ
ー
ル
が
あ
る
の
で
し
の
ぎ
易
い
。

台
風
対
策
と
し
て
、
家
の
周
囲
は
石
を
つ
み
あ
げ
て
、
石
垣
で
か
こ
い
、

ガ
ジ
ュ
マ
ル
を
防
風
林
に
し
て
い
る
。

海
岸
線
は
単
調
で
短
か
く
、
遠
浅
の
た
め
、
大
型
船
舶
の
寄
港
は
困
難
で
、

唯

一
の
港
で
あ
る
茶
花
港
で
さ
え
も
、
海
岸
か
ら
三
百
米
程
の
沖
合
に
仮
泊

す
る
。

緑
し
た
た
る
椿
樹
の
影
に
隠
見
す
る
家
屋
の
た
た
ず
ま
い
、
自
砂
に
照
り

つ
け
る
南
国
の
明
る
い
太
陽
、
海
岸
や
道
路
沿
い
を
い
ろ
ど

っ
て
い
る
ソ
テ

ツ
。

情
緒
豊
か
な
平
和
な
楽
土
も
、
ひ
と
た
び
荒
天
に
な
る
と
、
島
を
と
り
ま
く

サ
ン
ゴ
礁
に
砕
け
る
波
涛
の
と
ど
ろ
き
が
島
中
を
振
動
し
、
打
ち
寄
せ
る
波

は
、
小
山
の
よ
う
な
凄
い
う
ね
り
で
あ
る
。
他
島
と
の
交
易
は
久
し
く
絶
た

れ
、
孤
島
苦
の
生
活
が
は
じ
ま
る
。

昔
も
今
も
、
島
に
と

つ
て

一
番
怖
い
の
は
台
風
と
い
う
名
の
定
期
便
で
あ

り
、
早
ば
つ
で
あ
る
。

島
民
の
汗
の
結
晶
で
あ
る
農
作
物
を
、
情
け
容
赦
な
く
吹
き
ち
ぎ
り
、
時

に
は
家
屋
ま
で
吹
き
倒
す
。

台
風
で
農
作
物
が
全
減
し
て
し
ま
う
と
、
ソ
テ
ツ
が
生
命
の
糧
と
な
る
。

そ
の
茎
か
ら
は
余
り
良
質
で
は
な
い
が
澱
粉
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ

し
処
理
を
誤
る
と
、
猛
毒
で
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。
「
ソ
テ
ツ
地
獄
」
と

云
う
言
葉
は
、
飢
饉
や

、
貧
困
の
た
め
の
食
糧
難
を
意
味
す
る
言
葉
と
し

て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
ソ
テ
ツ
の
実
で
は
味
噌
な
ど
も

つ
く
る
。

島
に
は
河
川
が
な
い
の
で
日
照
り
が
続
い
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
島

民
は
台
風
の
次
に
は
、
早
ば
つ
に
痛
み
つ
け
ら
れ
た
。　
一
面
の
田
畑
が
赤
枯

れ
し
、
地
割
れ
す
る
。
島
で
は
久
し
く
雨
が
降
ら
な
く
な
る
と
、
金
物
を
持

ち
、
神
ど
こ
ろ
と
云
わ
れ
る
場
所
で
打
鳴
し
祈
願
す
る
風
習
が
あ
る
。

雨
た
ぼ
り
た
ぼ
リ
ー
　
い
み
た
ぼ
り
た
ぼ
り

ぷ

―

島
が
富
ど

世ゆ

が
富

此
の
雨
た
ぼ
り
の
祈
願
は
単
に
早
ば

つ
の
時
の
雨
乞

い
に
唱
え
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
毎
年
旧
の
八
月
十
五
日
の
奉
納
踊
り
の
冒
頭
に
唄
い
踊
ら
れ
る
。

次
に
島
民
を
苦
し
め
た
の
は
、
悪
疫

の
流
行
で
あ

っ
た
。
明
治
十

一
年
に

は
チ
ブ
ス
病
、

コ
レ
ラ
病
と
思
わ
れ
る
熱
病
の
流
行
で
、
多
数
の
死
者
を
だ

し
、
明
治
十
九
年
に
は
痘
蒼
の
大
流
行
で
千
数
百
名
の
死
者
を
出
す
と
云
う

大
惨
事
に
見
舞
れ
た
。
患
者
は
島
民
の
半
数
に
達
し

一
家
全
滅
し
た
と
こ
ろ

ゝ_ぷ

―
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も
あ
っ
た
と
云
う
。
死
者
の
棺
が
つ
く
れ
ず
、
ム
シ
ロ
や
空
俵
に
入
れ
て
、

岩
陰
に
風
葬
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
と
古
老
は
当
時
の
惨
状
を
語
っ
て
い
る
。

深
々
と
孤
島
の
夜
が
更
け
わ
た
り
、
ラ
ン
プ
の
灯
影
も
消
え
、
荘
厳
な
る

天
体
の
蒼
白
い
光
に
濡
れ
て
島
が
眠
り
に
入
る
と
き
、
ケ
ッ
ケ
ッ
と
金
属
的

な
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
。
此
の
声
の
主
は
や
も
り
だ
。
天
丼
を
わ

が
物
顔
で
這
い
ま
わ

っ
て
い
る
。

遠
く
蛇
皮
線
に
合
わ
せ
て
、
若
者
達
の
唄
う
民
謡
の
調
べ
が
、
静
寂
の
底

か
ら
、
潮
騒
に
乗

っ
て
流
れ
て
く
る
。

沖
縄
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
与
論
島
も
、
時
代
の
上
限
は
明
か
で
は
な

い
が
、
島
に
住
み
つ
い
た
人
々
が
、
農
耕
生
括
に
は
い
る
よ
う
に
な

っ
て
、

農
耕
地
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
部
落
を
つ
く
り
、
定
住
生
活
を
は
じ
め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

与
論
島
略
史
年
表
に
よ
れ
ば

（野
村
政
尚
著
）
、　
一
二
六
六
年
に
与
論
島

は
琉
球
王
国
の
所
属
と
な
り

一
五
二
五
年
に
、
又
吉
按
司
が
、
与
論
島
主
と

し
て
来
島
さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
は
部
落
時
代
よ
り
、
日
本
本
土
、
及
び
中
国
と
の
交
易
に
よ
り
、
新

し
い
文
化
を
吸
収
し
つ
つ
、
総
合
的
な
土
着
の
文
化
を
創
り
あ
げ
て
い
っ
た

が
、
与
論
島
も
按
司
の
来
島
に
伴
い
、
沖
縄
と
の
交
易
も
増
え
、
若
干
沖
縄

文
化
の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
貧
困
の
孤
島
は
、

さ
ほ
ど
に
他
島
の
関
心
を
惹
く
こ
と
も
な
く
、
従

っ
て
外
来
の
刺
激
は
、
少

な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
与
論
島
に
お
い
て
は
、
他
島
に
比
し
、
古
代
文
化
の
名
残
り
が

多
分
に
温
存
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
奄
美
大
島
、
沖
縄
の
人
達
が
、

与
論
語
は
わ
か
り
に
く
い
と
云

っ
て
い
る
の
も
、
僅
か
周
囲
五
里
の
島
だ
が

部
落
に
よ

つ
て
言
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
異
な
る
と
こ
ろ
も
、
古
代
血
縁
集
団

の
名
残
り
と
云
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
沖
縄
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
与
論
島
に
お
い
て
も
、
農
耕
に
大

き
い
影
響
を
与
え
る
自
然
現
象
に
、
大
き
な
霊
力
を
み
と
め
て
こ
れ
を
神
と

し
、
部
落
生
活
に
お
け
る
災
を
と
り
除
き
、
福
を
招
く
よ
う
そ
れ
ら
の
神
々

に
祈
る
風
習
が
あ
る
。

古
い
井
戸
や
、
古
い
住
宅
跡
、
特
異
な
印
象
を
与
え
る
老
樹
や
岩
石
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
神
の
鎮
座
す
る
と
こ
ろ
と
考
え
、
こ
れ
を

「拝
み
所
」
と
呼
ん
だ
。

稲
、
麦
な
ど
の
主
要
作
物
に
つ
い
て
は
と
く
に
神
々
の
庇
護
を
求
め
、
そ
の

種
ま
き
、
生
長
、
と
り
入
れ
に
際
し
て
は
儀
礼
的
祭
り
を
行

っ
た
。

自
然
崇
拝
と
、
祖
先
崇
拝
と
は
、
原
始
信
仰
と
し
て
生
活
の
中
心
思
想
で

あ

っ
た
。

島
民
に
と

っ
て
、
島
は
そ
の
ま
ま
局
地
的
小
宇
宙
で
あ

っ
た
。

島
民
は
こ
の
小
宇
宙
に
生
ま
れ
、
そ
こ
で
成
長
し
、
そ
の
中
か
ら
妻
を
迎

え
、
身
内
の
者
に
と
り
ま
か
れ
る
中
で
、
激
し
い
個
人
的
利
害
の
対
立
を
経

験
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
生
き
、
働
き
、
そ
し
て
死
ん
で
い
つ
た
。
其
処

に
は
自
足
と
安
逸
と
牧
歌
的
な
平
安
と
が
支
配
し
て
い
た
。

一
六
〇
九
年
琉
球
は
、
薩
藩
の
所
属
と
な
り
、
封
建
社
会

へ
の
傾
斜
を
た

ど
る
わ
け
で
あ
る
が
、
薩
摩
藩
の
豊
か
な
財
政
を
支
え
る
た
め
に
、
さ
と
う

き
び
の
栽
培
に
島
民
は
牛
馬
の
如
く
酷
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
残
酷

物
語
り
を

「与
論
島
史
」
（野
村
政
尚
著
）
か
ら
拾

っ
て
み
よ
う
。

ゝ

`ヽ レ
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徳
川
幕
府
は
、
幕
府
の
安
泰
を
は
か
る
政
策
の

一
環
と
し
て
、
諸
国
の
大

名
を
財
政
的
に
追
い
込
み
、
謀
反
を
企
て
な
い
よ
う
画
策
し
た
。
江
戸
に
用

地
を
払
い
さ
げ
て
屋
敷
を
造
ら
せ
た
り
、
参
勤
交
代
の
制
度
を
設
け
た
り
し

た
。
九
州
の
南
端
か
ら
江
戸
ま
で
の
費
用
は
莫
大
な
も
の
で
あ
る
。
薩
藩
は

財
政
的
に
苦
し
く
な
る
と
、
島
民
を
徹
底
的
に
し
ぼ
り
あ
げ
た
。
男
子
は
十

五
才
か
ら
六
十
才
ま
で
、
女
子
は
十
三
才
よ
り
五
十
才
ま
で
、
作
業
夫
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
耕
地
を
割
当
て
ら
れ
、
耕
し
て
畑
と
さ
れ
る
処
は
、
稲
を
作
ら

せ
な
い
で
、
さ
と
う
き
び
を
作
ら
せ
た
。

各
間
切
り
に
は
監
督
の
役
人
を
配
し
、
積
苗
か
ら
収
獲
に
至
る
ま
で
厳
重

に
監
視
せ
し
め
、
成
熟
期
に
は
立
毛
に
つ
い
て
検
視
を
行
い
、
製
糖
の
際
に

は
、
煮
汁
検
査
を
行

っ
た
産
糖
が
予
想
高
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
隠
匿
を

純
し
、
拷
間
に
付
し
て
頗
る
峻
厳
を
極
め
た
。

夏
、
秋
の
頃
に
は
毎
夕
、
海
岸
か
ら
白
砂
を
き
び
畑
に
運
ば
せ
、
島
民
は

専
ら
さ
と
う
き
び
の
、
栽
培
に
従
事
せ
し
め
ら
れ
、
安
息
す
る
暇
が
な
か

つ

た
。若

し
き
び
の
切
株
が
高
け
れ
ば
札
を
は
か
せ
、
砂
糖
を
指
先
に
つ
け
て
な

め
た
だ
け
で
も
、
直
ち
に
鞭
の
刑
を
加
え
ら
れ
、
製
造
の
粗
悪
な
る
場
合
に

は
、
カ
ブ
リ
（首
枷
）
シ
マ
セ
（足
枷
）
の
刑
に
処
し
、
密
売
す
る
も
の
は
死
刑

に
処
せ
ら
れ
、
付
和
雷
同
す
る
も

の
は
遠
島
に
処
せ
ら
れ
た
。

薩
藩
は
砂
糖
を
阪
神
地
方
に
高
く
売
り

つ
け
、
生
活
必
需
物
資
は
、
大
阪

で
安
く
仕
入
れ
、
島
で
高
く
換
え
渡
す
と

い
う
二
重
搾
取
を
行

っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

古
老
の
訓
え
る

「上
に
は
水
は
流
さ
れ
ぬ
」
と
か

「指
は
内
に
し
か
折
れ

ぬ
」
と
い
う
諺
な
ど
は
、
築
城
に
か
り
だ
さ
れ
た
苦
役
や
、
さ
と
う
き
び
の

栽
培
に
酷
使
さ
れ
た
苦
悩
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
思
想
で
あ
ろ
う
。

圧
制
に
痛
み
つ
け
ら
れ
た
島
民
は
、
被
征
服
者
と
し
て
の
悶
々
の
情
を
訴

え
る
と
こ
ろ
な
く
、
わ
ず
か
に
民
謡
に
托
し
て
余
噴
を
洩
ら
し
た
の
で
あ
る
。

全
精
神
を
民
謡
に
打
ち
こ
ん
で
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
愛
蔵
の
蛇
皮
線
に
合
せ

て
歌
い
、
自
ら
の
悲
痛
を
美
化
し
、
芸
術
化
し
て
慰
め
た
の
で
あ
る
。

明
る
い
南
国
の
太
陽
の
下
に
、
な
ぐ
り
、
な
ぐ
り
の
哀
調
を
基
調
と
し
た

民
謡
が
生
ま

れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の

一
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

民
謡
こ
そ
は
書
か
れ
ざ
る
島
民
の
忍
苦
の
歴
史
で
あ
り
、
生
活
の
記
録
で

あ
る
。

自
然
の
暴
威
と
、
歴
史
の
圧
制
に
よ
る
、
極
負
と
悪
疫
に
さ
い
な
ま
れ
な

が
ら
も
、
島
民
は
そ
れ
ら
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
大
地
に
根
を
は
つ
て
、
ど

つ

し
り
と
生
き
続
け
て
き
た
。

こ
の
遇
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
民
謡
を
通
し
て
掘
り
起
す
べ
き
だ
ろ
う
。

島
民
精
神
の
伝
統
を
理
解
す
る
う
え
に
お
い
て
、
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、

ち

ゅ
ら

　

か
さ

少
し
な
が
い
が
、
岡
本
太
郎
の

「忘
れ
ら
れ
た
日
本
」
よ
り
（美
さ
塘
）
の

一

節
を
引
用
し
よ
う
と
思
う
。

…
…
沖
縄
に
は

（美
さ
蒼
）
と
い
う
面
白
い
言
葉
が
あ
る
。
天
然
痘
の
こ

と
だ
。
近
頃
は
病
気
自
体
が
な
く
な

っ
た
の
で
あ
ま
り
使
わ
な
い
よ
う
だ
が
、

ど
う
し
て
痘
が
美
し
い
の
だ
ろ
う
。
折
口
信
夫
は
こ
れ
に
つ
い
て

「病
と
い

え
ど
も

（他
界
か
ら
く
る
神
だ
か
ら
）

一
応
は
讃
め
迎
え
、
快
よ
く
送
り
出

す
習
し
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
海
の
彼
岸
よ
り
遠
来
す
る
も
の
は

必
ず
善
美
な
る
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
る
の
が
、
大
な
り
小
な
り
わ
れ
わ
れ

に
持
ち
伝
え
た
信
じ
方
で
あ

っ
た
。
」
と
報
告
し
て
い
る
。

ゝ

▲
ヽゝ

☆
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適
切
な
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う

い
う
過
ぎ
去

っ
て
行
く
神
秘
的
な
も

の
に
対
す
る
儀
礼
的
な
気
分
だ
け
で
は
、
こ
の
微
妙
な
表
現
は
解
明
し

つ
く

せ
な

い
。
も

っ
と
現
実
的
な
お
そ
れ
を
こ
め
た
弁
証
法
的
な
表
現
が
そ
こ
に

あ
る
と
私
は
考
え
る
の
だ
。

外
か
ら
く
る
も
の
は
、
い
つ
も
力
と
し
て
や
っ
て
き
て
、
こ
の
チ
ノ
ト

ニ
ー

の
世
界
に
爪
跡
を
残
す
。
そ
れ
は
善
し
悪
し
を
抜
き
に
し
て

「貴
重
」
な
の

で
あ
る
。

だ
か
ら
畏
れ
敬

っ
て

一
応
無
条
件
に
迎
え
る
。
だ
が
な
ん
と

い
っ
て
も
こ

れ
は
天
然
痘
な
の
だ
。

決
し
て
好
ま
し
い
客
で
は
な
い
。
こ
の
凶
悪
に
対
し
彼
等
は
無
防
備
な
の

で
あ
る
。

卑
し
め
た
り
粗
末
に
扱
え
ば
、
た
た
り
が
ひ
ど

い
だ
ろ
う
。
な
だ
め
す
か

し
て
な
る
べ
く
お
と
な
し
く
引
き
取

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

恐
ろ
し
い
か
ら
大
事
に
す
る
。
人
間
が
自
然

の
気
ま
ぐ
れ
に
対
し
て
無
力

で
あ

っ
た
時
代
。
災
禍
を
も
た
ら
す
力
は
神
聖
視
さ
れ
た
。
凶
な
る
神
聖
で

あ
る
。
そ
れ
は
幸
な
る
神
聖
と
表
裏
で
あ
る
。

幸
と
不
幸
と
が
ど
こ
で
断
絶
し
連
続
し
て
い
る
か
、
そ
れ
が
誰
に
わ
か
る

と

い
う

の
だ
ろ
う
。

近
代
市
民
の
よ
う
に
功
利
的
に
吉
と
凶
、
善
と
悪
ま
る
で
白
と
黒
の
よ
う

に
、
き

つ
ち
り
色
分
け
し
て
判
断
し
処
理
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。

幸

い
は
そ
の
ま
ま
災

い
に
転
じ
、
災
は
不
断
に
幸

い
に
隣
り
あ
わ
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
常
に
転
換
し
得
る
。
強
烈
に
反
発
し
対
決
し
て
う
ち
勝

つ
な

ん
て
い
う
危
険
な
方
法
よ
り
も
、

う
や
ま

い
奉
り
巧
み
に
価
値
転
換
し
て
敬
遠
し
て
い
く
無
防
備
者
の
知
恵
で

あ

っ
た

。

…

…

沖
縄
よ
り
文
明
度
の
低
い
与
論
島
の
こ
と
だ
か
ら

「美
さ
蒼
」
と
い
う
言

葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
伝
統
は
、
無
防
備
者
の
知
恵
と
し
て
根
深
い
も
の
で

あ

っ
た
ろ
う
。

筆
者
は
少
年
の
頃
、
病
気
に
か
か

つ
て
寝
て
い
る
枕
許
で
、
母
が
重
々
し

い
声
で
唱
え
て
い
た

「読
み
言
」

の
中
に
、
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、

記
憶
に
残

っ
て
い
る
。

さ
て
、
与
論
島
民
精
神
の
神
髄
を
唄

っ
た
も
の
と
し
て
広
く
愛
唱
さ
れ
て

い
る
民
謡
と
し
て
次
の
歌
が
あ
る
。

打
ち
ぢ
や
し
ょ
り
ぢ
や
し
ょ
り

誠
打
う
ち
じ
ゃ
し
ょ
り

誠
打
ち
ぢ
や
し
ば
　
何
　
恥
じ
か
し
ゃ
ん
が

（訳
）
打
ち
出
し
な
さ
い
。
誠
を
打
ち
だ
し
な
さ
い
。
誠
さ
え
打
ち
出
せ
ば
、

何
の
恥
ず
か
し
い
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。
な
い
。

与
論
民
謡
の
底
を

一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
こ
の

「ま

こ
と
」
で
あ
る
。

自
然
と
歴
史
の
二
重
苦
に
堪
え
抜
い
た
、
な
が
い
苦
闘
の
生
括
の
積
み
重

ね
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
己
に
対
し
、
隣
人
に
対
し
、
自
然

に
対
し
祖
先
に
対
し

一
貫
し
て
持
ち
続
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
行
動
の

原
理
で
あ
り
、
救
い
で
も
あ
り
生
の
充
実
で
も
あ

っ
た
。

貧
困
の
孤
島
で
は
、
個
々
ば
ら
ば
ら
、
弱
肉
強
食
で
は
、
自
減
し
て
し
ま

う
の
だ
。

あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
で
、
打
ち
だ
さ
れ
る

「ま
こ
と
」
を
中
心
に
し
て
、

島
民
が
心
を
寄
せ
合
い
、
扶
け
合
い
励
ま
し
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
困
苦
に
堪

え
抜
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
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「ま
こ
と
」
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
過
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
冒
頭
に
掲
げ

た
美
し
い
故
郷
讃
歌
を
う
み
だ
し
た
も
の
で
あ
る
と
私
は
信
ず
る
。

そ
の
こ
と
は
、
次
に
か
か
げ
る
民
謡
が
、
如
実
に
語

っ
て
い
る
。

世
間
や
水
車
　
代
わ
す
な
よ
　
互
に

廻
て
来
る
　
え
ま
や
　
し
ち
ゆ
ど
待
ち
ゆ
る

（意
訳
）
世
界
と
は
水
車
の
よ
う
な
も
の
だ
。
心
変
り
の
な
い
よ
う
お
互
い

に
が
っ
ち
り
結
ん
で
、
め
ぐ

っ
て
く
る
幸
せ
を
、
働
き
な
が
ら
待
ち
ま

・し

よ

ゝ
つ
。

有
為
転
変
極
ま
り
な
い
浮
世
に
生
き
る
人
間
の
態
度
を
訓
え
た
も
の
で
あ

る

。

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
ふ
と

ば

島
の
諺
に

「千
貫
し
買
う
ら
ぬ
　
片
　
言
葉
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
誠

か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
言
葉
の
貴
さ
を
訓
え
た
も
の
で
あ
る
。

さ
き
に
紹
介
し
た
、
無
防
備
者
の
生
活
の
知
恵
う
や
ま
い
奉
り
巧
み
に
価

値
転
換
し
て
い
く
場
に
、
積
極
的
に

「ま
こ
と
」
を
打
出
す
こ
と
に
よ

っ
て

乗
り
越
え
よ
う
と
構
え
た
こ
と
こ
ろ
に
、
先
祖
の
深
い
叡
知
を
思
い
感
動
を

覚
え
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
伝
統
は
発
展
せ
し
め
な
い
こ
と
に
は
亡
び
る
。
伝
統
を
愛
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
を
掘
り
起
し
て
、
正
し
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
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令和3年 大牟田・荒尾地区与論会予定表
令和 3年 1月 1日 ～令和 3年 12月 31日

奥都城清掃当番の日時は忘れずに印を付けて下さい。
手袋は用意してます、使用後はお持ち帰りください。

お茶菓子を用意しておりますので最後までのご協力をお願いします。

月 日 躍 イ
::F

事 要   頂

1月 3日 「
■

[コ 奥都城初詣 開館時間 午前10時～12時

3月 28E] 「
¬

□ 奥都城清掃 3・ 5地区担当   午前 8時開始

4月 4日 「
¬

□ 奥都城春季大祭 祭典開始 午前10時

5月 9日 日 奥都城清掃 6・ 15016地区担当 午前 8時開始

未定 与論中学校 |1多学旅行 交流会 (奥都城前広場)

6月 13日 奥都城清掃 4・ 10011地区担当 午前 8時開始

7月 未定 第45回与論会定期総会 与洲会館 午後 1時30分開始

11日 奥都城清掃 13・ 14地区担当   午前 8時開始

8月 8日 日 奥都城清掃 17・ 18019地区担当 午前 8時開始

13日 Zゝ
コ匡 奥都城お盆 開館時間 午前10時～12時

9月 12日 奥都城清掃 102地 区担当   午前 8時開始

19日 「
¬

□ 奥都城秋季大祭 祭典開始 午前10時

10月 10日 日 奥都城清掃 12・ 20地区担当   午前 8時開始

11月 14日 「
¬

Eコ 奥都城清掃 7・ 809地区担当 午前 8時開始

ヽ_

日

日

「
■

[コ
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大きさは1/2ベーブ ま
せ
ん
か

金額は毎 □ 3,000目∃

年 3 □ 発行 (正月・春 0秋
)

内容は公序良俗の範囲

原稿は貴社提供のみ

会員を優先します

広告以外でも活用して<ださい

内容 |こついて当会は関知しない

原稿と金額を添えて申し込みをして下さい
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